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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成28年３月期第２四半期の決算手続きにおいて、一部の仕掛品（前橋製作所の社内製作部品）につき

帳簿残高と実地たな卸残高とに差異が発見されました。このため内部調査委員会を設置し、差異の発生要

因や経緯などを精査した結果、当該差異は前橋製作所固有の情報管理システムに不具合があったことなど

の要因により累積しており、当社が過去に公表した連結財務諸表及び財務諸表において、たな卸資産が過

大に計上されていることが判明したため、過年度の会計処理等を訂正すべきであると判断しました。

　その結果、当社が平成25年11月13日付で提出いたしました第156期第２四半期（自　平成25年７月１

日　至　平成25年９月30日）四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品

取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。ま

た、過年度において重要性の観点から修正を行わなかった事項も修正を行っております。

　なお、四半期連結財務諸表の記載内容に係る訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて

修正後のXBRLデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けてお

り、その四半期レビュー報告書を添付しております。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

２　監査証明について

１　四半期連結財務諸表

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第155期
第２四半期
連結累計期間

第156期
第２四半期
連結累計期間

第155期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 45,440 47,503 103,308

経常利益 (百万円) 1,185 2,899 7,168

四半期(当期)純利益 (百万円) 479 1,530 3,282

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △658 3,004 6,762

純資産額 (百万円) 59,188 68,441 66,037

総資産額 (百万円) 105,501 118,653 117,352

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 4.49 14.32 30.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 53.6 54.9 53.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,074 10,182 6,284

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,892 △1,842 △3,666

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,624 △665 △4,067

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 4,663 14,219 6,399
 

 

回次
第155期
第２四半期
連結会計期間

第156期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.23 17.32
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第155期第２四半期連結累計期間及び第155期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

また、第156期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

 

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

 

当社は、平成25年７月25日開催の取締役会において、当社の連結子会社である日新受配電システム株式

会社を吸収合併することを決議し、平成25年７月25日付にて吸収合併契約を締結しました。吸収合併の概

要は以下のとおりです。

　（１）合併の目的　

当社グループとして経営資源をより有効に活用し、配電盤事業の効率化を推進するとともに、市場

変化に対して迅速に対応出来る体制を構築することにより、競争力の強化を図ることを目的とし、日

新受配電システム株式会社を吸収合併することを決議いたしました。

 (２）合併の方法

当社を存続会社とする吸収合併で、日新受配電システム株式会社は解散いたします。

（３）合併期日

　　　平成25年10月１日

（４）合併に際して発行する株式及び割当

当社は日新受配電システム株式会社の発行済株式を100％保有しており、合併による新株式の発行

及び資本金の増加ならびに合併交付金の支払いはありません。

（５）引継資産、負債の状況

　　　資産合計　 1,683百万円（平成25年３月31日現在）

　　　負債合計　 　725百万円（平成25年３月31日現在）

（６）吸収合併存続会社の概要

　　　資本金　　10,252百万円（平成25年３月31日現在）

　　　事業内容　受変電設備、調相設備、変成器、瞬低・停電対策装置、監視制御システム、太陽光

　　　　　　　　　発電システム等の製造、販売、据付・調整及び保守・点検

     所在地　　京都市右京区梅津高畝町47番地
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 
（１）業績の状況

 
当第２四半期連結累計期間の売上高は、経営環境が厳しい状況にある中、当社グループをあげて

拡販に努めました結果、前年同四半期比4.5％増加の47,503百万円となりました。売上高の事業セ

グメント別内訳は、「電力機器事業」が18,594百万円（前年同四半期比9.6％減）、「ビーム・真

空応用事業」が12,907百万円（前年同四半期比3.0％増）、「新エネルギー・環境事業」が8,891百

万円（前年同四半期比130.6％増）、「ライフサイクルエンジニアリング事業」が7,109百万円（前

年同四半期比16.2％減）であります。「電力機器事業」の減少は国内の一般民需及び電力会社向け

の減少等によるもの、「ビーム・真空応用事業」の増加は高精細・中小型ＦＰＤ（フラットパネル

ディスプレイ）製造用イオン注入装置の増加等によるもの、「新エネルギー・環境事業」の増加は

太陽光発電用パワーコンディショナの増加等によるものであります。

経常利益は、企業体質の改革・強化を推進し、当社グループをあげて収益向上に努めたこと、及

び「新エネルギー・環境事業」の増収による黒字化や「ビーム・真空応用事業」の採算が改善した

こと等により、2,899百万円（前年同四半期比144.5％増）となりました。

特別損益につきましては、中国の子会社である日新電機（呉江）有限公司について、前連結会計

年度に固定資産減損損失及び関係会社整理損を計上しましたが、清算手続きの進捗に伴うたな卸資

産及び固定資産の評価の見直し等により、固定資産減損損失197百万円及び関係会社整理損74百万

円を追加計上しました。

　以上を踏まえ、法人税等の計上を行った結果、少数株主利益調整後の四半期純利益は、1,530百

万円（前年同四半期比219.2％増）となりました。

なお、当社の業績は、官公庁向け及び一般民需案件ともに第４四半期に売上が集中する傾向があ

るため、四半期別の業績には季節的変動があります。

　
(注) １　セグメントの業績の中の売上高は「外部顧客に対する売上高」で、「セグメント間の内部売

上高又は振替高」は含みません。
２　上記金額には消費税等は含みません。

　

（２）キャッシュ・フローの状況

　

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益2,628百万円及び減価償却費

1,355百万円に、売上債権の減少10,590百万円など資金増加要因を加え、仕入債務の減少4,862百万

円など資金減少要因を差し引いた結果、合計で10,182百万円の収入（前年同四半期比8,107百万円

の増加）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得1,200百万円による支出、有形固定資産

の取得1,073百万円による支出などにより、合計で1,842百万円の支出（前年同四半期比50百万円の

減少）となりました。以上により、フリーキャッシュ・フローは8,340百万円のプラス（前年同四

半期比8,157百万円のプラス）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払い534百万円などにより、合計で665百万円

の支出（前年同四半期比1,959百万円の減少）となりました。
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これらの結果、当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物は、14,219百万円（前年同四半期

末比9,556百万円の増加）となりました。

　

（３）研究開発活動

 
　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、2,579百万円です。

　また、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　その主な成果は次のとおりです。

　　

１．電力機器事業

　

①海外市場向け１４５ｋＶガス絶縁開閉装置（以下、ＧＩＳ）の開発

海外市場向けの戦略製品として、１４５ｋＶＧＩＳを開発し、国際短絡試験協会(Short Circuit

Testing Liaison：略称ＳＴＬ）のメンバーである韓国のＫＥＲＩ試験場での第三者試験にて型式

認定を取得しました。本製品は、中国での部材調達と生産によりコストパフォーマンスに優れてお

り、これからの成長が期待できるＡＳＥＡＮ、インド市場を中心とする海外市場での販売拡大を推

進していきます。

 
②電鉄向け保守最適形高配盤の開発、納入

電鉄会社の潜在ニーズを掴み、従来よりも保守がし易い高配盤を開発し、納入を開始しました。

本製品は、信号機や電灯などの電気設備へ電気を供給する高圧配電盤であり、主母線や機器の配置

変更などにより保守のし易さを実現しております。また、母線－外線間に仕切板を取り付ける事で

感電事故防止も図っており、更に安全性を向上しております。　

 
③７.２ｋＶ縮小形スイッチギヤの開発

従来品に比べて設置面積を最大４０％削減できる更なるコンパクト化を図った７.２ｋＶ縮小形

スイッチギヤを開発しました。ワイドレンジＣＴとディジタル制御ユニットの採用により、将来の

電力負荷の変更にも柔軟に対応できる仕様としており、縮小形スイッチギヤの主力製品として販売

を開始します。

 
２．新エネルギー・環境事業

 
①１００ｋＷ／２５０ｋＷ屋外形パワーコンディショナの開発、販売

太陽光発電用パワーコンディショナ「SOLARPACK」のシリーズ製品として、新たに屋外設置形パ

ワーコンディショナを開発し、１０月から販売を開始します。屋外設置が８割から９割を占め、従

来は屋内設置形を収納盤に収納して屋外設置する事が多かった太陽光発電用パワーコンディショナ

市場に対して、収納盤の調達と据付けにかかる手間と時間を削減できる屋外専用器を提供する事に

より、太陽光発電システム設置工事の効率化に貢献していきます。
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（４）主要な設備

 
前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、変更があったものは次のと

おりです。

　

日新電機タイ株式会社の産業用装置の組立工場他については、完了予定年月を平成25年９月から

平成25年11月に変更しております。

 
当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した主要な設備の新設計画は次のとおりです。

（単位 百万円）

会社名・事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容

投資予定額

資金調達方法 着手年月
完了予定
年月

完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

日新電機株式会
社

電力機器
事業

本社工場 322 ― 自己資金
平成25年
11月

平成26年
7月

（注）

 

(注) 本社工場の耐震補強を目的とした改修工事です。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 431,329,000

計 431,329,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 107,832,445 同左
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株で
す。

計 107,832,445 同左 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 
　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 
　　 該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 
　　 該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

― 107,832,445 ― 10,252 ― 6,633
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(6) 【大株主の状況】

　

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

住友電気工業株式会社 大阪市中央区北浜四丁目５番33号 54,791 50.81

日本トラスティ・サービス信託銀行株
式会社(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 6,607 6.13

日本マスタートラスト信託銀行株式会
社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 4,982 4.62

関西電力株式会社 大阪市北区中之島三丁目６番16号 4,565 4.23

日本トラスティ・サービス信託銀行株
式会社(三井住友信託銀行再信託分・
株式会社ダイヘン退職給付信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 2,874 2.67

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地七丁目18番24号 1,653 1.53

日本トラスティ・サービス信託銀行株
式会社(信託口９)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,289 1.20

三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目４番
１号

1,196 1.11

日新電機株式会社 京都市右京区梅津高畝町47番地 951 0.88

CLEARSTREAM BANKING S.A.
(常任代理人　香港上海銀行東京支店)

42, AVENUE JF KENNEDY, L-1855
LUXEMBOURG
(東京都中央区日本橋三丁目11番１
号)

807 0.75

日本電気硝子株式会社 滋賀県大津市晴嵐二丁目７番１号 757 0.70

BBH BOSTON FOR GMO FOREIGN SMALL
COMPANIES FUND
(常任代理人　株式会社三菱東京UFJ銀
行）

40 ROWES WHARF,BOSTON,MA 02110
U.S.A
（東京都千代田区丸の内２丁目７
番１号）

699 0.65

計 ― 81,171 75.28
 

(注)１ 　三井住友信託銀行株式会社及びその共同保有者である三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社、日

興アセットマネジメント株式会社から平成25年９月20日付の大量保有報告書(変更報告書)の写しの送付があ

り、平成25年９月13日現在で次のとおり株式を所有している旨報告を受けておりますが、当第２四半期会計期

間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記「大株主の状況」は株主名簿によって記載し

ております。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 3,772 3.50

三井住友トラスト・アセッ
トマネジメント株式会社

東京都港区芝三丁目33番１号 70 0.06

日興アセットマネジメント
株式会社

東京都港区赤坂九丁目７番１号 104 0.10
 

 

(注)２ 　JPモルガン・アセット・マネジメント株式会社から平成25年９月５日付の大量保有報告書の写しの送付があ

り、平成25年８月30日現在で次のとおり株式を所有している旨報告を受けておりますが、当第２四半期会計期

間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記「大株主の状況」は株主名簿によって記載し

ております。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

JPモルガン・アセット・マ
ネジメント株式会社

東京都千代田区丸の内二丁目７番３号 6,033 5.59
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(7) 【議決権の状況】

 

① 【発行済株式】

 

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 951,000

 ― ―

 
(相互保有株式)
普通株式 11,000

 

完全議決権株式(その他)
普通株式

106,672,000
106,672 ―

単元未満株式 普通株式 198,445
 

― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 107,832,445 ― ―

総株主の議決権 ― 106,672 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式が164株含まれております。

 

② 【自己株式等】

 

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
日新電機株式会社

京都市右京区梅津高畝町47
番地

951,000 ― 951,000 0.88

(相互保有株式)
株式会社オーランド

京都府長岡京市天神四丁目
15番12号

11,000 ― 11,000 0.01

計 ― 962,000 ― 962,000 0.89
 

 

 

２ 【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出してお

りますが、訂正後の四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受

けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

　

           (単位：百万円)
          

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,667 14,362

  受取手形及び売掛金 ※4　　44,658 34,665

  たな卸資産 ※1　　27,022 ※1　　28,968

  その他 5,857 7,032

  貸倒引当金 △665 △790

  流動資産合計 83,539 84,239

 固定資産   

  有形固定資産 23,879 23,855

  無形固定資産 1,354 1,350

  投資その他の資産   

   その他 8,801 9,417

   貸倒引当金 △223 △209

   投資その他の資産合計 8,578 9,208

  固定資産合計 33,812 34,413

 資産合計 117,352 118,653

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※4　　22,059 17,459

  短期借入金 4,209 4,289

  未払費用 5,853 6,212

  未払法人税等 956 473

  前受金 7,176 10,758

  引当金 1,414 1,415

  その他 2,304 1,927

  流動負債合計 43,973 42,537

 固定負債   

  長期借入金 102 83

  退職給付引当金 3,912 4,000

  環境対策引当金 2,304 2,304

  その他の引当金 282 159

  その他 739 1,126

  固定負債合計 7,340 7,673

 負債合計 51,314 50,211
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           (単位：百万円)
          

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,252 10,252

  資本剰余金 6,679 6,679

  利益剰余金 44,226 45,222

  自己株式 △296 △297

  株主資本合計 60,861 61,857

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,224 1,803

  繰延ヘッジ損益 23 △2

  為替換算調整勘定 798 1,511

  その他の包括利益累計額合計 2,046 3,311

 少数株主持分 3,128 3,271

 純資産合計 66,037 68,441

負債純資産合計 117,352 118,653
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

 

           (単位：百万円)
          前第２四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 45,440 47,503

売上原価 34,492 33,704

売上総利益 10,948 13,799

販売費及び一般管理費 ※1　　9,771 ※1　　10,805

営業利益 1,177 2,993

営業外収益   

 受取利息 21 27

 受取配当金 50 57

 その他 150 166

 営業外収益合計 222 251

営業外費用   

 支払利息 115 77

 環境対策費 ― 161

 その他 98 108

 営業外費用合計 214 346

経常利益 1,185 2,899

特別利益   

 災害保険金収入 ※2　　585 ―

 特別利益合計 585 ―

特別損失   

 減損損失 ※3　　397 ※3　　197

 投資有価証券評価損 233 ―

 関係会社整理損 ※4　　177 ※4　　74

 災害による損失 ※5　　77 ―

 特別損失合計 886 271

税金等調整前四半期純利益 884 2,628

法人税等 270 1,034

少数株主損益調整前四半期純利益 613 1,593

少数株主利益 134 62

四半期純利益 479 1,530
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

 

           (単位：百万円)
          前第２四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 613 1,593

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △398 578

 繰延ヘッジ損益 14 △26

 為替換算調整勘定 △877 852

 持分法適用会社に対する持分相当額 △10 6

 その他の包括利益合計 △1,271 1,411

四半期包括利益 △658 3,004

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △665 2,796

 少数株主に係る四半期包括利益 7 208
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

　

           (単位：百万円)
          前第２四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 884 2,628

 減価償却費 1,206 1,355

 減損損失 397 197

 災害損失 77 ―

 のれん償却額 64 66

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 33 73

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 111 154

 その他の引当金の増減額（△は減少） 143 △139

 受取利息及び受取配当金 △72 △84

 災害保険金収入 △585 ―

 支払利息 115 77

 投資有価証券評価損益（△は益） 233 ―

 売上債権の増減額（△は増加） 2,426 10,590

 たな卸資産の増減額（△は増加） 961 △1,683

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,902 △4,862

 未払消費税等の増減額（△は減少） △170 △405

 未払費用の増減額（△は減少） △129 322

 前受金の増減額（△は減少） 1,335 3,528

 その他 △518 △118

 小計 3,612 11,699

 利息及び配当金の受取額 73 86

 利息の支払額 △122 △89

 ≪ 削除 ≫ ≪削除≫ ≪削除≫

 災害損失の支払額 △76 ―

 法人税等の支払額 △1,412 △1,514

 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,074 10,182

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △41 △14

 定期預金の払戻による収入 50 72

 有価証券の取得による支出 ― △1,200

 有価証券の売却及び償還による収入 ― 400

 有形固定資産の取得による支出 △1,759 △1,073

 無形固定資産の取得による支出 △102 △152

 投資有価証券の売却による収入 ― 100

 その他 △39 25

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,892 △1,842
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           (単位：百万円)
          前第２四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △1,920 △59

 長期借入れによる収入 60 ―

 長期借入金の返済による支出 △269 △10

 配当金の支払額 △534 △534

 その他 39 △60

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,624 △665

現金及び現金同等物に係る換算差額 △207 145

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,649 7,819

現金及び現金同等物の期首残高 7,313 6,399

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1　　4,663 ※1　　14,219
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　

　　 該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 

　　 該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

 

  該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

(税金費用の計算)

当社及び一部の連結子会社は、当連結会計年度の税効果会計適用後の実効税率を見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて税金費用を計算しております。
 

 
(追加情報)

 

  該当事項はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１ たな卸資産の内訳

 

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

商品及び製品 3,466百万円 4,590百万円

仕掛品 17,865 〃 18,493 〃

原材料及び貯蔵品 5,690 〃 5,884 〃
 

　

２ 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

 

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

Arteche Nissin,
Sociedad Limitada

313百万円 342百万円
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３ 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形割引高 ― 27百万円

受取手形裏書譲渡高 59百万円 159 〃
 

　

※４ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形 128百円 ―

支払手形 240 〃 ―
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

　

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりです。

　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

従業員給料手当賞与 3,445百万円 3,761百万円

貸倒引当金繰入額 40 〃 80 〃
 

　

※２ 災害保険金収入

 

前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）

 

平成23年10月に発生したタイ国における洪水被害に対する保険金収入であり、＜削除＞平成24年10月

以降の入金予定額を災害保険金収入として計上しております。

 
 

※３ 減損損失

　

当社グループは以下の資産について減損損失を計上しました。

 

前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）

　

場所 用途 種類 金額

中国江蘇省呉江市 リアクトル生産

建物
機械装置
工具、器具及び備品
無形固定資産

397百万円

 

　

当社グループは、原則として、事業用資産については拠点別・事業グループ別にグルーピングを行っ

ております。
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連結子会社である日新電機(呉江)有限公司の事業継続を断念し清算手続きに入ることを決議したこと

に伴い、当該子会社が所有している資産について回収可能見込価額まで帳簿価額を減額し、減損損失

397百万円を計上しております。

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日）

　

場所 用途 種類 金額

中国江蘇省呉江市 リアクトル生産

建物
機械装置
工具、器具及び備品
無形固定資産

197百万円

 

 

当社グループは、原則として、事業用資産については拠点別・事業グループ別にグルーピングを行っ

ております。

連結子会社である日新電機(呉江)有限公司の清算手続きの進捗に伴い、当該子会社が所有している資

産について評価を見直したことにより、減損損失197百万円を追加計上しております。

 
※４ 関係会社整理損

 

前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）

 

連結子会社である日新電機(呉江)有限公司の事業継続を断念し清算手続きに入ることを決議したこと

に伴い、清算決議後平成24年９月までに発生した費用及び平成24年10月以降、会社清算結了までに発生

すると見込まれる費用を計上しております。

 
当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

　

連結子会社である日新電機(呉江)有限公司の清算手続きの進捗に伴い、今後発生が見込まれる費用を

見直したことにより、関係会社整理損74百万円を追加計上しております。

 

※５ 災害による損失

 

平成23年10月に発生したタイ国における洪水被害による追加損失であり、内訳は次のとおりです。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

たな卸資産評価損及び廃棄損 57百万円 ―

＜削除＞ ＜削除＞ ＜削除＞

＜削除＞ ＜削除＞ ＜削除＞

その他 19 〃 ―

合計 77百万円 ―
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６　売上高の季節的変動

　

前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）及び当第２四半期連結累

計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日）

 

当社グループの業績は、官公庁向け及び一般民需案件ともに第４四半期に売上が集中する傾向がある

ため、四半期別の業績には季節的変動があります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりです。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 4,716百万円 14,362百万円

有価証券 301 〃 253 〃

預入期間が３か月を超える定期預金 △355 〃 △396 〃

現金及び現金同等物 4,663百万円 14,219百万円
 

 

(株主資本等関係)

　

前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 534 5.0 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月30日
取締役会

普通株式 534 5.0 平成24年９月30日 平成24年12月６日 利益剰余金
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当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 534 5.0 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月30日
取締役会

普通株式 641 6.0 平成25年９月30日 平成25年12月６日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

電力機器
事業

ビーム・
真空応用
事業

新エネル
ギー・環境
事業

ライフサイ
クルエンジ
ニアリング
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 20,567 12,535 3,855 8,482 45,440 ― 45,440

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

134 15 0 549 699 △699 ―

計 20,701 12,550 3,856 9,032 46,140 △699 45,440

セグメント利益又は
損失（△）

518 1,156 △886 802 1,590 △413 1,177
 

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△413百万円には、セグメント間取引消去2百万円、全社費用△415百万円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び製造間接費の配賦差額

です。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　

(固定資産に係る重要な減損損失)

電力機器事業セグメントにおいて、連結子会社である日新電機(呉江)有限公司の事業継続を断念し清

算手続きに入ることを決議したことに伴い、当該子会社が所有している資産について回収可能見込価額

まで帳簿価額を減額し、減損損失397百万円を計上しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

電力機器
事業

ビーム・
真空応用
事業

新エネル
ギー・環境
事業

ライフサイ
クルエンジ
ニアリング
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 18,594 12,907 8,891 7,109 47,503 ― 47,503

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

95 13 0 835 944 △944 ―

計 18,689 12,921 8,891 7,945 48,448 △944 47,503

セグメント利益 290 1,521 715 677 3,205 △211 2,993
 

(注) １ セグメント利益の調整額△211百万円には、セグメント間取引消去24百万円、全社費用△236百万円が含まれ

ております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び製造間接費の配賦差額です。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 
(固定資産に係る重要な減損損失)

電力機器事業セグメントにおいて、連結子会社である日新電機(呉江)有限公司の清算手続きの進捗に

伴い、当該子会社が所有している資産について評価を見直したことにより、減損損失197百万円を計上

しております。

　

(金融商品関係)

 

四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度の連結貸借対照表計上額と時価と

の差額に重要性が乏しいため、注記を省略しております。　

 

(有価証券関係)

 

企業集団の事業の運営において重要性が乏しいため、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

 

企業集団の事業の運営において重要性が乏しいため、注記を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 4円49銭 14円32銭

 (算定上の基礎)   

    四半期純利益金額(百万円) 479 1,530

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 479 1,530

    普通株式の期中平均株式数(株) 106,883,118 106,881,685

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

また、当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。
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２ 【その他】

 

 第156期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当について、平成25年10月30日開催の

取締役会において、平成25年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこ

とを決議しました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 641百万円

　②　1株当たりの金額　                               6円00銭

 

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成25年12月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   中   島   久   木   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   山　　田　　徹　　雄   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

 
平成27年11月12日

日新電機株式会社

取締役会  御中
　

 

　

 

　

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日
新電機株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成
25年９月30日まで）に係る訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日新電機株式会社及び連結子会社の平成25
年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
その他の事項
四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正して
いる。なお、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成25年11月13日に四半期レビュー報告
書を提出した。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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